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税
増
徴
と
撹
制
整
理
・
・
:
・
法
制
串
博
士

生
産
設
備
蹄
充
資
金
一
昨
唯
一
赤
字
会
債
の
消
化

小神
島戸

史正
J~ß 雄

純済同情博士

間

山

内

九

中
立
貨
幣
の
傑
件
に
闘
す
る
一
異
説
・
:
:
鎮
静
事
土
中
谷
賓

全
睡
主
義
的
国
民
経
済
串
の
基
礎
理
論
・
:
:
:
・
経
済
事
士
白
杉
庄
一
郎

「
孤
立
園
」
に
於
け
る
牧
獲
遮
減
法
則
:
・
・
担
済
愚
士
山
岡
亮
一

酬

祖

師

#

姐

ロ
イ
ヅ
に
於
け
る
再
保
険
の
操
作

最
近
濁
逸
に
於
け
る
公
債
政
策
論

蘇
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
量
且
一
と
貿
易

問

問

錦

跡

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

-
組
湾
問
申
・
土
佐
波
宣
平

経

済

事
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全
世
主
義
的
関
民
経
済
皐
の
基
礎
理
論

第
四
十
四
巻

五
六
六

第
四
擁

ノL
四

会
膿
主
義
的
閥
民
経
済
皐
の
基
礎
理
論

白

杉;

W
H
H
 

肉
民

!主

(-;t: 

し

き

304 

こ
与
に
考
察
す
る
の
は
。
P
E町
田
宮
ロ
ロ

(g
ヨl
)
O
A
T
慢
主
義
的
闘
民
経
済
皐
D
基
礎
現
論
で
あ
る
。
彼
は
所
調
会
怯
主
義
(
C
E
書
E
w
-
r
E
互

に
基
〈
濁
特
の
園
民
経
済
皐
膿
系
を
樹
立
せ
ん
と
し
て
、
『
閥
民
経
済
皐
白
基
礎
白
に
そ
の
慕
礎
斑
論
を
展
開
し
で
ゐ
る
D

我
々
は
そ
れ
を
紹
介
し
吟

味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
謂
金
控
主
義
的
図
民
経
済
事
D

7
ア
シ
ガ
ム
性
を
明
か
に
す
る
で
あ
ら
う
。

ー
鰹

漕

本

質

の

全
館
主
義
的
圃
民
経
済
壊
の
義
一
礎
理
論
は
経
済
の
本
質
規
定
を
以
て
始
ま
る
。
そ
の
際
、
V

ュ
パ
ン
は
経
済
が
人
間
祉
舎
の
現
象
で

あ
る
と
い
ふ
周
知
の
事
貨
か
ら
出
愛
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
人
間
枇
舎
は
精
神
的
危
る
も
の
k

世
界
で
あ
り
、
精
一
榊
的
た
る
も
の
み
」

は
原
因
結
果
の
世
界
邸
ち
自
然
に
謝
し
て
償
値
又
は
目
的
の
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。

と

L

で
精
一
柳
と
自
然
・
債
値
の
世
界
と
因
果
の

世
界
と
の
直
別
に
つ
い
て
立
入
る
ま
い
。

と
も
か
く
彼
は
雨
者
を
笹
別
し
た
後
、
そ
れ
を
債
値
の
貧
現
に
よ
っ
て
結
合
す
る
。
憤
値

191)'. IJ.. Au日.'920， III. Aufl. der V()lkswirtsch.aftsleh.re， Jena Fundament 
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は
差
首
り
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
客
観
的
に
賓
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
賓
現
さ
る
ぺ
き
阿
国
値
は
目
的

(
N
君。。
r
o
L
・
N
目
一
)

あ
る
。

而
し
て
債
値
の
資
現
は
凶
川
市
の
世
界
に
於
て
の
み
行
は
れ
得
る
。
邸
ち
削
同
市
糾
叫
が
債
依
賓
現
の
基
礎
と
た
る
。

こ
の
債
値
を

資
現
す
る
凶
来
性
は
手
段
(
百
円
円
。
一
)
と
稽
さ
れ
る
。
俄
値
賞
現
の
媒
介
者
売
る
手
段
は
云
は
U
M
同
値
の
世
界
と
臥
同
市
の
世
界
と
の
鎚

環
で
る
る
。
帥
ち
原
因
結
呆
の
鎚
の
一
部
が
因
果
物
と
し
て
ピ
は
在
〈
憤
値
賓
現
者
と
し
て
取
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
手
段

は
そ
の
限
り
債
値
に
封
ず
る
準
備
段
階
部
ち
中
間
償
値
お
若
山
田
島
0
2
5
3

又
目
的
に
劃
し
て
準
備
日
的

で
る
っ
て
、

(戸、

0
5
5円
r)

B-得
さ
れ
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
手
段
の
位
格
は
勿
論
そ
れ
が
役
立
つ
所
の
偵
伯
・
目
的
か
ら
受
取
る
。
か
〈
の
如
く
彼
は
傾
備
の

世
界
と
凶
則
前
の
世
兆
と
を
匝
別
し
、
小
叫
に
こ
れ
を
結
合
し
て
そ
の
媒
介
者
左
手
段
と
考
へ
・
手
段
を
以
て
経
済
を
規
定
す
る
。
感
問

h
e百
明

言

'
t
h
l

ミ
'
4
T
1
2

一一一

:
-
l
一
，
五
日
:
/
一
二
、
r
g
L
z
-
-
2
2
Z
E
t
h吾
首
F

F

}

)

;

重
術
J
一
弓
羽
・
倫
ザ
ィ

-
d
f
忙
ほ

J

仇
請
は
市
同
市
民
げ
J

L

l〆

1
1
-

一
ブ

4
6
J
一
寸
ば
刷
訪
日
証
宰
勺

J

俳
句
司
、
/
泊

:

i

f

-

I

L

I

-

-

-

一巳
F
r
y
-
必
凸
ゴ
ピ
コ
一
川
十
」

j
u
i
k
J

i
l
l
I
l
l
i
-
-
f
 

味
に
於
け
る
慣
依
を
も
た
な
い
。
そ
れ
は
手
段
の
世
外
に
属
す
る
。
経
消
は
目
的
に
謝
す
る
手
段
の
綿
艇
で
あ
る
。

か
く
て
自
然
・

閃
果
の
世
界
に
劃
し
て
庚
く
枇
舎
と
呼
ば
れ
た
も
の
は
、
目
的
拐
系
と
子
段
鰐
系
と
に
分
れ
、
経
済
は
手
段
鐙
系
と
し
て
爾
飴
の
枇

命
日
諸
域
か
ら
区
別
さ
れ
品
。
向
経
済
は
そ
の
手
段
位
陀
よ
っ
て
享
受
・
消
費
か
ら
匝
別
さ
れ
る
。
享
受
・
消
費
は
目
的
で
あ
る
。

V〈

経
済
は
そ
れ
が
目
的
に
謝
す
る
準
備
目
的
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
に
土
っ
て
技
術
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
技
術
は
経
怖
の
悶
果
的
側
面
従

っ
て
粧
済
の
基
礎
に
過
ぎ
な
い
出
要
す
る
に
経
済
の
本
質
は
目
的
に
封
す
る
手
段
(
呂
主
岳
『
目
。
一
作
)
で
あ
る
。

所
で
、
目
的
は
無
限
な
も
の
で
る
る
が
、
反
之
、
或
は
む
し
ろ
と
の
反
面
と
し
て
、
手
段
は
有
限
磁
少
・
な
も
の
で
あ
る
u

従
っ
て

線
て
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
と
い
ふ
諜
に
は
ゆ
か
な
い
。

そ
こ
で
目
的
の
重
要
性
に
よ
っ
て
手
段
が
順
位
づ
け
ら
れ
る
。

と
の
順

位
は
目
的
に
叫
劃
す
る
手
段
の
有
数
性
の
段
階
を
一
不
す
。
而
し
て
順
位
づ
け
は
手
段
の
秤
量

と
稀
さ
れ
る
。
秤
量
は
同

(
P
T
a向。ロ)

金
睡
主
義
的
園
民
経
済
畢
の
基
礎
理
論

五
六
七

第
四
鋭

A 

五

第
四
十
四
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会
鶴
主
義
的
関
民
経
祷
阜
の
基
礎
理
論

第
四
十
四
巻

五
六
八

第
四
披

八
六

時
に
最
も
切
迫
し
た
目
的
の
た
め
に
手
段
を
選
揮
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
。
選
揮
さ
れ
た
手
段
は
営
設
目
的
に
差
向
け
ら
れ

る
。
と
れ
を
捧
呈

3
t
E
E
L

と
の
賄
か
ら
「
粧
消
は
手
段
の
秤
品
主
主
基
礎
と
し
て
目
的
K
針
し
て
手
段
を
捧
呈
す
る
こ

と
い
ふ
。

と
で
あ
る
一
と
規
定
さ
れ
る
。
而
し
て
彼
は
秤
量
と
捧
呈
と
を
経
済
の
根
本
契
機
と
考
へ
る
。

樫
漕
の
機
能
的
視
定

川
悦
併
の
水
討
に
於

7

和
U

一1
L
C
J
Z
U
L
」
の
ョ
一
一
の
机
本
規
定
が
み
ら
れ
た

d

光
づ
株
主
と
は
一
定
の
機
能

ω
穴
め
K
或
る
斗
一
段
を
或
忍

目
的
の
た
め
に
捧
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
機
能
(
戸
江
田
EM--
ぎ
三
-
【
)
一

E
g・
5
『
『
一
円
}
】
[
己
『
】
予
同
♀

-
p
k戸
g
r
h
r
c
「習

F
E
-
吋
Z
E
a

と
は
目
的
に
封
し
て
有
数
た
準
備
目
的
に
怠
る
こ
と
で
あ
る
。
機
能
は
経
済
の
根
本
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
経
怖
は
「
目
的

に
針
し
て
機
能
す
る
手
段
の
館
系
」
、
手
段
を
そ
の
携
ひ
手
と
す
る
機
能
の
摺
系
と
も
一
言
は
れ
払
。

-

1
吠
に
秤
量
は
目
的
達
成
に
於

E
B
)
 

て
銭
げ
ら
れ
る
手
段
の
機
能
を
順
位
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
目
的
の
重
要
さ
を
前
提
し
て
、
目
的
達
成
の
量
・
手
段
、
と

し
て
有
放
た
る
度
合
卸
ち
機
能
の
大
さ

(
F
O
B
E戸
恐
喝
S
O
)

を
考
慮
す
る
と
と
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
。
機
能
の
大
さ
は
致
用
ル
」
呼

ば
れ
、
計
算
上
の
大
き
と
し
て
の
致
問
は
経
済
財
の
倍
、
値
又
は
草
に
償
値
と
呼
ば
れ
る
。
従
っ
て
秤
量
は
機
能
の
大
さ
叉
は
債
値
の

順
位
的
比
較
で
あ
る
。
叉
機
能
の
大
さ
は
個
人
の
行
為
に
於
て
は
所
謂
主
税
償
備
と
し
て
主
翻
債
値
論
の
針
象
で
あ
り
、
交
換
に
於

て
は
所
謂
客
翻
債
値
と
し
て
債
絡
論
の
劉
象
で
あ
る
。
か
く
て
機
能
の
大
さ
の
概
念
を
入
れ
て
‘
「
経
済
は
機
能
の
鰭
系
と
し
て
同
時

に
機
能
の
大
さ
邸
ち
債
値
並
に
債
格
の
樟
釆
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
が
詳
細
は
彼
の
所
謂
機
能
の
大
さ
の
製

(rrz品『

を
た
す
。
之
に
劃
し
て
そ
の
基
礎
を
な
す
の
は
機
能
そ
の
も
の
L
製
(
『

h2mzzZ岳
主
で
あ
る
。
乙
、
で
は
「
園

V
問
問
じ
協
日
E

一oF
月
)

unu Tote 
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民
経
済
壌
の
基
礎
』

に
沿
っ
て
専
ら
後
者
を
問
題
と
す
る
。

経
済
は
機
能
の
閥
系
で
あ
る
。
従
っ
て
綿
て
の
経
済
概
念
は
機
能
に
闘
す
る
。

シ
ヰ
バ
ン
は
機
能
か
ら
み
て
手
段
を
機
常
捻
賞
者

ム
」
呼
ぴ
、
機
能
の
視
黙
が
ら
手
段
を
人
間
行
鴻
と
財
と
に
分
け
る
@
人
間
行
震
は
能
動
的
機
能
の
櫓
営
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
物
質
的

持
働
に
隈
ら
な
い
。
但
し
麿
滞
情
河
励
ば
よ
り
高
い
行
潟
に
封
ず
る
枚
受
動
的
で
あ
り
、
財
に
属
す
る
。
財
の
本
質
は
受
動
的
手
段
と

い
ふ
貼
に
る
る
。
従
っ
て
物
財
の
み
た
ら
や
、
精
神
的
の
も
の
、
知
識
。
護
明
"
経
験
、
或
は
法
則
名
謀
。
得
意
開
係
等
ち
財
で
あ
甲
旬
。

向
彼
は
胤
民
経
済
を
構
成
す
る
所
の
能
動
的
並
陀
受
動
的
機
能
の
全
鵠
が
薗
民
の
宿
だ
と
考
へ
お
。
-
叉
彼
は
機
能
川
忙
っ
て
そ
の

櫓
営
苦
た
る
行
矯
及
び
財
を
突
の
如
く
分
瀕
す
る
。

(二)(ー)

問i]'r
1妾夜
的的
叉え
は l士
費、使
布、Jij
機、機
育E、1iE

υ〉
告書
，~~? 

}士
イ煙
1[1 
IH 
14 
t t 
使
)円

ji~ 

It 
h 

f1 
白句

主管
!堤

jj'f 
千産
干E
:'i!. 
Jコ
有者
.1:'，1"'. 

IlE 

Hて;ョ

直
筏
円
的
を
連
成
ず
る
の
で
は
左
〈
て
、

補
助
手
段
を
創
治
す
る
、

例
へ
庁
機
織
の
生
産
・
土
地
の

改
良
・
工
場
の
建
設
等
を
友
す
機
能
で
あ
る
。

か
-
h

る
機
能
の
捨
賞
者
が
財
と
行
震
と
を
聞
は
や
、
資
本
で
あ
る
。
資
本
は
間
接
的

機
能
の
総
慢
で
あ
る
。
か
く
の
如
〈
彼
は
資
本
を
機
能
の
媒
介
性
忙
於
て
捉
へ
る
結
果
、
物
質
的
資
本
・
精
神
的
費
本
の
み
た
ら
や

(旨
Z
一Z
E宝
山
一
)
友
る
も
の
を
さ
へ
考
へ
る
。

持
働
資
本

三
消
極
的
資
本
機
能
又
は
保
障
機
能
。
障
碍
除
去
を

H
的
と
す
る
機
能
。
と
の
機
能
の
捨
常
者
は
消
極
的
資
本
で
あ
る
。
例
へ
ば

洪
水
防
止
の
ダ
ム
・
避
雷
針
・
工
場
保
全
施
設
・
警
察
・
軍
隊
(
以
上
は
保
護
資
本
)
、
及
び
保
険
(
保
険
資
本
)
等
で
あ
か
。

四
高
失
の
資
本
機
能
。
以
上
の
諸
機
能
の
僚
件
又
は
基
礎
で
あ
っ
て
、
而
も
そ
れ
白
関
経
済
の
成
分
た
る
機
能
で
あ
る
。
こ
』
で

シ
ユ
パ
ン
は
園
民
経
済
の
組
織
づ
け
を
考
へ
て
ゐ
る
。
岡
家
そ
の
他
の
公
共
園
挫
の
組
織
的
活
動
は
法
・
行
政
施
設
・
教
育
施
設
等
に

全
世
主
義
的
園
民
経
済
皐
の
基
礎
理
論

第
四
十
四
巻

五
六
九

第
四
競

A 
七
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3. a. O. S. 9!rIOO， 204-205・
a. a. O. S. 100-101. 



全
世
主
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園
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経
商
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四
+
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第
四
銃

A 
i¥. 

よ
っ
て
寓
人
の
経
済
活
動
に
快
〈
ぺ
か
ら
ざ
る
手
段
土
興
へ
る
。
国
家
そ
の
他
の
公
共
圏
穫
の
か
L
る
機
能
が
高
吹
の
養
本
機
能
で

あ
り
、
そ
の
捨
営
者
は
高
次
の
一
資
本
(
同
名
目
円
以
一

F
b
v
白
5
0『品目白口町)
と
呼
ば
れ
る
。
高
失
の
資
本
と
は
岡
家
そ
の
他
の
公
共
圏
勝

従
っ
て
官
吏
・
政
治
家
の
行
銭
で
あ
る
a

而
し
て
高
次
の
資
本
は
そ
れ
が
治
ら
れ
た
領
域
内
の
寓
人
に
使
用
さ
れ
得
る
。
そ
の
代
償

が
租
税
で
あ
る
。

か
〈
の
如
〈
高
弐
の
資
本
と
し
て
最
も
重
要
な
の
は
闘
家
で
め
る
が
、
然
し
そ
れ
は
岡
民
経
済
に
闘
聞
し
て
言
は
れ

る
こ
と
で
あ
っ
て
、

一
般
的
に
は
粧
品
阿
的
金
剛
憾
の
組
織
者
は
棉
で
高
次
の
資
本
で
あ
る
。
例
へ
ぽ
個
別
粧
持
に
於
て
は
企
業
の
綜
合

換
期
‘

交
泊
粧
品
日
に
於
勺
い
作
旧
制
の
償
問
H

・
刀
千
J

凡
の
規
則
巾
質
事
契
約
等

一

j

:

[

ヲ

l
E
E
L
-
D
L

H
れ

U
世
J

品
引
川
も
♂

;
J
1
4
4
~
山
川
悶
」
み
じ
粧
掛
め
Hm

分
・
手
段
の
傍
系
と
し
て
の
み
高
失
の
資
本
で
あ
っ
て
、

ぞ
れ
以
外
の
闘
係
に
於
て
は
自
己
目
的
で
あ
る
。

と
し
て
現
は
れ
る
限
り
個
別
経
桝
者
で
あ
っ
て
高
次
の
資
本
で
は
な
い
。

叉
一
凶
家
が
自
ら
賛
同
貝
者

五
準
備
機
能
。
以
上
の
諸
機
能
を
準
備
す
る
機
能
。
そ
の
捨
賞
者
が
準
備
資
本
で
あ
る
o
例
へ
は
教
育
機
闘
、
研
筑
所
等
と
れ
で
あ

る

@
i
l以
上
五
の
機
能
の
外
シ
ュ
パ
ン
は
機
能
で
は
な
い
が
総
て
の
機
能
に
封
ず
る
一
般
的
能
力
即
ち
機
能
の
滞
在
的
形
態
を
考

へ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
積
立
金
の
如
き
が
こ
れ
で
あ
る
凶

友
ほ
機
能
的
規
定
に
つ
い
て
は
以
上
の
外
機
能
の
時
間
的
順
一
町
、
影
塾
、
粧
情
的
生
産
糾
国
等
の
問
題
が
る
る
が
、

と
L
に
は
鰯
れ

な
い
。

一-一
鰹
演
の
形
瞳
的
規
定
l
l国
民
鰹
漕
の
規
定

右
の
如
き
諸
機
能
は
個
立
し
た
も
の
で
は
左
く
て
協
同
的
な
も
の
で
る
り
、

一
の
全
棋
を
形
成
す
る
。
そ
と
で
シ
ュ
バ
ン
は
機
能

a品寸4
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の
杢
鰻
へ
の
形
式
的
結
合
の
凶
を
考
察
す
る
。

而
し
て
諸
機
能
が
聯
闘
し
合
っ
て
形
づ
く
る
一
全
贈
を
形
館

(
(
U
g
a巾
)

と
名
づ
け

る
。
形
躍
は
、

一
元
的
形
憾
と
多

一
個
健
の
行
震
の
内
に
現
は
れ
る
か
・
多
数
個
人
の
相
互
作
用
の
内
陀
現
は
れ
る
か
に
よ
っ
て
、

花
的
又
は
高
次
の
形
鰐
と
に
分
れ
る

3

↓
一
一
花
的
形
骨

(
B
G
E
C向
2
亘
書

rivL目

3
2
5
}
M拘
ぬ
の
を
}
生
。
一
元
的
形
般
と
は
例
へ
ば
ロ
ビ
ン
ソ
ン
経
済
・
封
鎖
的
家
庭

経
済
・
或
は
経
替
等
の
内
に
成
立
寸
る
。
そ
こ
に
は
極
々
の
機
能
が
あ
る
が
、
而
も
異
っ
た
機
能
が
同
一
の
目
的
に
役
立
φ

旬
、
他
の

機
能
に
補
完
さ
れ
て
、
全
般
の
分
肢
と
し
て
意
義
を
も
ち
現
資
的
に
左
る
。

叉
最
善
の
機
能
が
他
の
手
本
と
な
っ
て
他
の
機
能
を
引

上
げ
、
或
は
逆
に
低
き
も
の
が
高
き
も
の
を
模
倣
し
て
高
ま
る
等
の
閥
係
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
機
能
の
形
づ
く
る
昼
間
た
る

、
、
、
、
、
、
、

形
酬
仰
の
内
に
は
趨
個
別
的
た
も
の
が
仇
4

判
ず
る
こ
と
が
分
る
。

従
っ
て
個
々
の
機
能
は
、

原
子
の
如
〈
澗
V
一
し
相
弛
ん
で
運
動
す
る

一
絞
め
か
ら
一
の
全
開
む
ち
形
勝
の
分
肢
な
の
で
あ
る
。
形
憶
は
総
計
で
は
な
く
て
、

で
あ
る
所
の
全
鰐
で
あ
る
。

そ
の
分
肢
が
個
々
の
機
能

も
め
で
付
取
く
て
、

(二)
高、
きた、
。コ、
形、
題、

C
A
M
E与
。

r
o
F
2
2
C
E
=
=
=同
)
。

一
一
死
的
形
勝
は
軍
一
の
目
的
に
統
一
せ
ら
る
L

一
個
膿
の
経
済
に
現
は
れ
る

が
、
高
4
1

の
形
館
は
二
つ
又
は
多
数
の
粧
品
円
が
相
庄
作
用
を
な
す
佃
割
合
に
設
生
し
、
各
絞
済
は
そ
の
全
館
の
八
万
肢
と
た
る
ロ
と
の
形

慢
の
主
要
形
式
は
交
換
で
あ
る
下
交
換
は
ス
ミ
ス
以
来
の
個
人
主
義
に
よ
れ
ば
個
人
の
経
済
的
調
立
の
結
果
で
あ
っ
て
、
二
経
済
者

の
機
械
的
た
組
合
せ
に
過
密
}
友
い
。
之
に
反
到
し
て
シ
ュ
パ
ン
は
、
「
交
換
は
個
h

の
交
換
者
を
分
肢
と
し
で
自
己
の
内
に
含
む
会
館

の
形
式
で
あ
る
」
と
一
一
品
ふ
。
個
人
主
義
は
個
別
経
済
が
交
換
を
惹
起
す
る
と
い
ふ
が
、
彼
は
交
換
が
個
別
経
済
を
分
肢
と
し
て
匂
掃

し

と
の
意
味
で
交
換
が
個
別
経
済
を
惹
起
す
る
と
一
一
一
回
ふ
。
然
し
交
換
に
於
て
は
各
交
換
者
の
行
震
は
彼
自
身
の
目
的
の
た
め
に
な

会
憾
主
義
的
岡
山
内
線
桝
阜
の
基
礎
朗
論

五
七

第
四
十
四
巻

第
四
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全
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的
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且
中
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五
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第
四
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C 

さ
れ
る
、
邸
ち
高
次
の
形
憶
に
於
て
は
協
同
の
目
的
は
存
在
せ
守
、
諸
行
震
は
協
同
目
的
に
よ
っ
て
一
固
と
は
た
ら
た
い
、
従
ワ
て

一
一
花
的
形
健
と
同
様
に
は
統
一
的
な
も
の
で
は
た
い
。
け
れ
ど
も
分
業
と
目
的
の
相
遣
に
基
く
相
互
補
充
に
よ
っ
て
、
諸
個
人
の
行

却

‘

.

、

震
は
初
め
か
ら
調
和
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
さ
れ
る
。
又
そ
乙
に
は
一
元
的
形
慌
に
見
ら
れ
な
い
所
の
高
吠
の
機
能
が
存
在
ナ
る
。

市
場
の
債
格
統
一
作
川
の
如
き
は
と
れ
で
あ
る
。
銀
行
制
取
引
所
等
の
機
能
も
と
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
偶
然
的
た
も
の
で
は
な
〈

4
 

て
、
高
夫
の
形
轄
と
い
ふ
を
醐
閣
の
位
質
か
ら
来
る
も
内
で
あ
る
。
更
に
そ
と
に
は
競
争
と
い
ふ
現
象
が
見
ら
れ
る
。
競
争
は
師
粧
品
川
の

、l
l

A

l

H

h

A
γ
P
E
h
d
t
:
1
4
1
hけ
/
¥

一

-
1
1
J
J
l
;

医
配
内
耳
政
勺
1
担
、
ご
っ
し
と

l一
〉
勺
う
ご
-
J
O

B
y
-
f
H
r
a河
日

山

n
l
f
v
h
J
L
」
r
a
y
p
i
-
-
T
A
U
r
a
J

帥
加
し
続
出
叩
付
紙
て
の
一
機
能
凶
r
E
K劇
係
づ
判
る
E
と
虻
よ
り

て
一
の
組
織
を
輿
へ
る
。
尤
も
と
の
組
織
は
内
的
の
も
の
で
は
な
〈
、
買
の
統
一
慢
で
は
友
い
。
高
次
の
形
樫
を
し
て
闘
民
経
済
的

統
一
鐙
た
ら
し
め
る
に
は
そ
れ
以
上
の
契
機
が
必
要
で
あ
る
。

三
最
高
突
の
形
慢
と
し
て
の
岡
氏
経
済
。
国
民
経
済
的
統
一
の
契
機
と
し
て
彼
は
弐
の
四
を
皐
げ
る
。

-
交
通
。
上
越
の
如
く
、
交
通
は
滴
立
し
た
個
別
諸
経
済
の
関
係
で
は
な
〈
.
全
慌
の
現
象
形
態
で
あ
り
、
交
通
経
済
の
統
一
者

は
自
由
競
争
で
あ
る
、
然
し
こ
の
統
一
は
倒
立
し
て
並
ん
で
ゐ
る
も
の
を
結
合
さ
れ
て
並
ん
で
ゐ
る
も
の
に
た
す
に
過
ぎ
十
、
有
機

的
な
も
の
で
は
左
い
。

(II ) 
高、
失、
の、
資、
本、
に、
よ、
る、

統、

一
定
の
手
段
が
一
闇
鰐
・
一
般
的
に
は
一
国
民
会
鐙
に
協
同
で
あ
る
と
と
に
よ
っ
て
一
の
統
一
が

残
生
す
る
。
而
し
て
園
民
の
金
成
員
に
協
同
友
る
手
段
と
い
へ
ば
高
次
の
資
本
だ
け
で
あ
る
。
何
故
左
ら
、
高
次
の
資
本
邸
ち
岡
家

共
他
の
公
共
閣
樟
に
よ
っ
て
使
用
を
詐
さ
れ
る
特
別
の
経
済
手
段
は
こ
の
周
慌
の
成
員
に
の
み
使
用
さ
れ
得
る
も
の
で
る
っ
て
、
他

の
者
に
は
さ
う
で
友
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
高
突
の
資
本
は
交
通
経
械
と
は
異
っ
た
特
別
の
経
済
的
金
鰻
を
粛
す
ヲ

a. a. O. S. 128-52. 
a. a. O. S. 135-37 
a. a. O. S. 143-54・
a. a. O. S. 156-59 
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そ
れ
が
圏
民
経
唱
円
で
あ
る
@
圃
民
経
済
陀
於
て
交
通
経
済
は
現
賓
的
と
た
り
、
そ
れ
に
於
て
自
由
競
争
は
岡
民
的
介
業
を
基
礎
と
し

て
具
鰻
的
に
な
る
包
但
し
図
民
経
済
が
岡
家
の
経
済
的
現
象
形
態
に
す
ぎ
歩
、
関
家
の
機
能
の
全
部
で
友
い
と
と
は
、
高
次
の
資
本

と
し
て
の
岡
家
が
図
宋
の
一
部
に
す
ぎ
や
、
自
己
目
的
と
し
て
の
岡
家
か
ら
同
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
と
同
様
で
ち
る
。
要
す
る
に

高
次
の
資
本
を
も
っ
所
の
経
済
領
域
.
換
言
す
れ
ば
そ
の
組
織
者
が
閣
安
で
あ
る
所
の
経
済
銅
線
、
そ
れ
が
同
氏
経
済
で
あ
る
。
或

は
政
治
的
観
黙
か
ら
閲
宋
組
織
と
呼
ば
れ
る
所
の
も
の
が
闘
民
経
桝
で
あ
る
と
も
一
百
は
れ
る
お

m口
伊
仙
町
凶
昨
同
州
。
機
て
の
交
通
経
済
は
日
的
協
同
の
経
済
で
あ
旬
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
可
能
七
あ
る
。
査
し
目
的
が
相
等
し
け
れ

ば
個
引
の
交
通
経
消
聞
が
治
問
さ
れ
、

mm特
の
統
一
宇
一
形
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。
持
陀
闇
民
経
済
は
大
概
共
通
の
歴
史
と
民
族
文
化

と
に
上
っ
て
夜
間
引
暖
岡
山
J

什
山
守
山
川
附
外
平
一
政
良
さ
せ
て
来
た
J
U
T
-
一めつ『一、

同
一
、
ノ
目
玉
司
叫
E

口
u
c
l忌
l，
〉
忙
し
-
ば
巳
山
ヒ
f
ι
k
n
-
r
日
叫

l'M
ぃ
ー

フ
T
A
v
-
-し
J

ム
仁
川
H

ト
ル
れ
小
バ
レ

f
払
刊
一

L
hニ
ド
ル
十
や
か

M
U
+
今
叫
ん
川
川

1
'

る
。
か
〈
の
如
き
目
的
協
同
の
枇
舎
経
済
を
彼
は
民
族
的
経
済

(
d
Z
L
r宮
町
一
】
ゆ

dfJ~寸
Z
門

r
p
p
)

と
呼
ぶ
。
そ
し
て
民
族
的
経
済
は
個
人

主
義
者
に
も
一
肱
合
主
義
者
に
も
理
解
さ
れ
泣
か
っ
た
、
彼
等
は
精
神
的
な
る
も
の
を
経
済
の
基
一
艇
と
し
て
承
認
し
友
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
と
言
ふ

U

町
共
産
主
義
的
経
情
。
岡
民
灘
消
の
今
一
つ
の
統
一
契
機
と
し
て
共
直
↑
仁
義
的
経
済
が
県
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
経
済
の
海
維
を
統

一
で
は
た
〈
て
、
軍
純
友
統
一
郎
ち
よ
り
高
き
一
元
的
形
雑
で
あ
っ
て
、
総
て
の
経
済
を
共
同
の
目
的
と
計
蓑
と
に
よ
っ
て
統
一
す

る
。
従
っ
て
そ
れ
に
於
て
は
個
別
経
済
は
濁
立
性
を
失
ふ
。
彼
は
完
全
た
共
産
主
義
は
概
念
的
極
限
で
あ
っ
て
現
貿
で
は
左
い
と
一
一
一
一
ロ

ふ
。
何
故
た
ら
、
康
範
左
経
済
者
の
円
的
が
同
一
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
は
る
り
得
宇
、

却

左
い
か
ら
で
あ
る
と
。

叉
共
産
主
義
的
分
配
の
規
準
が
考
へ
得
ら
れ

全
世
主
義
的
閣
民
経
済
皐
の
基
礎
理
論

第
四
十
四
巻

主五

七

第
四
貌
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全
世
主
義
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民
組
済
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理
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四
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四
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四
巻
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四
銃

九

か
〈
て
シ
ェ
・
ハ
ン
は
共
産
主
義
的
経
済
を
空
想
だ
と
し
、
交
通
粧
済
も
錆
立
に
考
へ
ら
れ
る
と
き
は
同
じ
〈
空
想
だ
と
し
て
、
競

争
・
高
改
の
資
本
・
目
的
協
同
の
三
契
機
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
経
済
的
全
艇
の
み
が
現
賓
的
だ
と
す
る
。
そ
れ
を
彼
は
民
族
的
国

民
経
済
(
ぐ
D
E
R一
百
〈

D
F
Z
E
R
g
p
)
と
ニ
一
日
ふ
。
そ
れ
が
彼
の
所
謂
閥
民
経
済
で
る
る
。
而
し
て
彼
は
闘
民
経
摘
を
以
て
最
高
次

の
形
鰭
と
す
る
。
尤
も
岡
民
経
済
は
世
界
経
済
と
い
ふ
上
位
全
勝
の
分
岐
で
は
あ
る
、

然
し
世
界
経
済
は
第
二
次
的
補
足
的
で
忌

る
。
蓋
し
そ
と
に
は
す
川
市
九
の
資
本
・
目
的
協
同
性
は
皆
無
で
は
友
い
が
不
完
全
で
あ
り
、
自
由
競
争
の
み
に
基
〈
柑
界
経
桝
・
た
る
も

の
は
不
完
全
で
あ
っ
て
、

ー
沈
弁
士
苦
自
宅
u上
等
)
当
司
か
八
)
，

r
二
、
ヨ
L
1引
抽

司

μ
一」
b
d
一
自
己
ど
一
7
1
1

、

zi--一面
EUFt忠
明

H
U
6
4
J
J
σ
吉
オ
q
J
s
r
p
H
4
f
l
a
t
-
j
町
・

1
l
t

佐コ'『
L
-
1
'
"
k
コ
C
叫

，F
4
b
J
V
{
Z
J
1
rド一
u
，
一
(
時
リ

約
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
加
之
、
目
的
協
同
と
い
ふ
こ
と
が
民
族
的
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
就
中
高
次
の
資
本
が
各
と

個
有
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
に
よ
っ
て
、
同
氏
経
済
は
個
性
慢
と
友
る
。
従
っ
て
悶
民
粧
品
何
は
夫
々
封
鎖
的
形
際
で
あ
っ
て
、

世
界
経
摘
に
よ
っ
で
峨
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
帥
ふ
り
岡
民
経
済
は
最
高
突
の
形
憾
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

四

国
民
鰹
漕
の
揖
蓮

， 

右
の
如
〈
図
民
経
済
は
最
高
次
の
経
持
的
金
憾
で
る
る
。
所
で
シ
ュ
バ
ン
に
よ
れ
ば
、
岡
氏
経
済
は
会
開
と
し
て
自
己
を
諸
ミ
の

部
分
に
分
肢
す
る
。
而
も
分
た
れ
た
部
分
は
そ
れ
自
慌
ま
た
金
剛
胆
で
あ
る
。

ζ

れ
を
部
分
全
健
(
同
区
間
E
N
O
)

と
呼
ぶ
。
卸
ち
図
民

経
済
は
分
肢
的
構
造
を
も
ち
、
部
分
全
健
か
ら
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
全
樫
は
部
分
よ
り
も
常
に
概
念
的
に
先
き
た
の
で
る
る

が
、
部
分
相
互
の
間
で
は
概
念
的
に
、
愛
生
的
に
で
は
な
〈
、
先
に
分
肢
さ
れ
た
も
の
は
後
か
ら
分
肢
さ
れ
た
も
の
に
劃
し
て
概
念
上

上
位
の
闘
係
に
る
る
、
邸
ち
論
理
的
優
先
住
を
も
ヴ
。
彼
が
園
民
経
済
の
部
八
万
全
艇
と
し
て
皐
げ
、
そ
れ
ら
の
上
位
関
係
者
み
る
と

a. a.. O. S. 166-67， 191--94 
Tote u. lebendige ¥Ni出enschaft，S. 8I~83・
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'N」
突
の
如
く
で
あ
る
。

一
恥
吾
骨
又
は
骨
暑
の
作
品
恥
骨

(
Z
a
2
2
Z
室
長
3
F
A
X
一-
g
g
r『
己
主
・
4
J

却
し
ご
の
機
能
が
そ
れ
に
つ
ピ
く
機
能
を
惹
起
し

そ
の
僚
件
と
友
る
場
合
.

こ
れ
ら
一
連
の
機
能
過
担
任
を
生
産
と
い
ひ
、

こ
の
過
程
の
全
慨
を
園
民
経
済
に
於
け
る
生
産
圏
又
は
庚
義

の
作
業
闘
と
呼
ぶ
。

そ
れ
は
目
的
が
遠
い
か
近
い
か
に
よ
っ
て
狭
義
の
作
業
問
と
享
受
闘
と
に
分
れ
、
補
者
の
中
間
K
市
場
閤
が
介

る在
。す

( II) る
市、。

場、(1)
闘、狭、
。義、

<7)、
作、
業、
閥、。

工
場
・
農
場
・
鏡
山
等
に
於
け
る
所
謂
生
産
が
意
味
さ
れ
る
。

保
存
施
設
・
保
険
・
運
送
も
と
れ
に
属
す

又
職
業
紹
介
所
・
消
費
組
合
・
販
寅
組
合
・
銀
行
@
取
引
所
等
も
市
揚
閤
の
形
館

商
業
・
投
機
業
等
が
と
れ
?
あ
る
。

で
あ
る

om宇
受
陸
。
作
業
闘
の
最
終
段
階
で
あ
る
。
消
費
で
は
な
く
消
費
前
に
注
さ
れ
る
最
後
の
仕
上
げ

σ
あ
る
。
家
計
$
宿
泊

引
γ

件
品
、
共
他
鳩
一
」
の
接
待
加
?
純
一
地
右
中
が
こ
れ

σ
わ
る
。

i
|以
上
説
闘
の
ヒ
化
問
郊
に
つ
い
つ
ジ
ー
パ
ン
川
市
場
開
b

旬
以
て
作
業
開
に

先
立
つ
と
考
へ
る
。

又
商
品
の
市
場
圏
と
貨
幣
の
そ
れ
と
を
分
ち
、
後
者
を
以
て
先
き
と
す
る
。
更
に
作
業
闘
を
資
本
財
を
生
産
す

る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
に
分
ち
、
前
者
に
於
て
は
資
本
闘
が
享
受
圏
に
先
だ
ち
、
後
者
に
於
て
は
享
受
闘
が
原
料
閤
に
先
だ
っ

盟

、
と
す
る
。

コ
掛
骨
骨
(
の
言
。
吉
田
国
ヨ
宮
言
。
手
)
。
協
同
圏
と
は
高
次
の
資
本
機
能
の
全
憾
で
あ
る
。
園
民
経
済
に
於
け
る
高
安
の
資
本
機
能

と
は
園
家
及
び
岡
家
類
似
の
公
共
圏
鵠
(
州
・
牒
-
U
7
7

イ
ン
デ
)

の
機
能
の
と
と
で
あ
る
。
そ
の
他
カ
ル
テ
ル
・
組
合
等
の
経
済
圏

樫
の
機
能
ち
こ
れ
で
あ
る
が
、

岡
市
家
そ
の
他
の
公
共
闘
惜
の
そ
れ
が
最
も
主
要
で
あ
る
。

そ
れ
故
彼
は
こ
の
経
済
領
域
を
園
家
圏

(
留
目
白

Z
Z一
伊
)

と
も
稀
さ
れ
得
る
と
い
ふ
が
、

園
家
が
経
済
手
段
で
あ
る
以
外
忙
自
己
目
的
で
あ
る
か
ら
、

開
単
花
園
家
闘
と
い
ふ
の

は
不
適
営
だ
と
言
っ
て
、

こ
の
名
摘
を
避
け
て
ゐ
る
。
而
し
て
従
来
の
図
民
経
済
壌
は
高
失
の
資
本
を
経
済
の
背
後
に
あ
る
僚
件
と

全
盛
主
義
的
闘
民
経
済
事
の
基
礎
理
論

第
四
貌

六4

第
四
十
四
巻

五
七
五

祖

布

}日
号
吋

Fundament， s. '7'-77・

Tote U. lebendige w. S. 9'-99・
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金
持
主
義
的
関
民
純
情
畢
の
基
礎
理
論

考
へ
、
協
同
圏
の
現
象
を
図
家
の
経
済
へ
の
干
渉
と
み
た
と
考
へ
、

第
四
十
四
巻

九
四

五
七
六

第
四
競

シ
ー
一
パ
ン
は
一
一
一
日
ふ
。
成
程
間
的
関
系
と
し
て
の
闘
家
か
ら
み
れ

ば
、
既
に
完
成
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
岡
氏
経
併
へ
図
家
が
干
渉
す
る
に
過
ぎ
友
い
。
然
し
園
家
は
完
成
せ
る
経
済
へ
後
か
ら
千

渉
す
る
の
で
は
泣
く
て
、
常
に
最
も
一
般
的
た
経
油
相
手
段
と
し
て
の
図
家
に
よ
っ
て
相
共
に
創
諾
さ
れ
て
来
た
所
の
粧
桝
に
干
渉
し

て
来
た
の
で
あ
る

G

干
渉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
凶
家
は
手
段
に
な
る
。

凶

そ
れ
白
附
粧
抗
円
で
あ
る
。

手
段
と
し
て
の
闘
家
は
も
は
や
岡
家
で
は
な
く
て
、
高
次
の

資
本
白
総
て
の
道
具
の
道
具
で
あ
っ
一
て
、

そ
と
で
協
同
闘
の
意
義
は
先
す
そ
れ
に
於
て
一
一
切
の
粧
品
相
手
段
が
現
寅
酌
に
在
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
ロ
総
て
の
努
働
や
財
が
そ

の
機
能
を
某
し
得
る
の
は
、
岡
山
融
共
他
の
公
共
圏
慌
が
個
有
の
組
織
的
機
能
を
以
て
傍
に
立
ち
そ
れ
が
助
産
を
つ
と
め
る
か
ら
で
あ

る
。
乙

L

に
園
家
共
他
の
公
共
圏
飽
従
っ
て
政
治
家
や
官
吏
の
活
動
が
経
済
的
に
生
産
的
で
あ
る
と
の
主
張
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。

第
二
に
協
同
図
の
意
義
は
そ
れ
が
総
て
の
勢
働
や
財
に
協
同
性
を
附
奥
ず
る
黙
に
あ
る
。
協
同
闘
に
よ
っ
て
粧
拙
何
者
は
、
個
人
主
義

的
原
子
論
的
に
で
は
た
く
、
全
般
主
義
的
有
機
偲
的
に
結
合
さ
れ
る
。
経
済
者
は
も
は
や
自
由
猪
立
で
は
な
く
全
憾
の
分
肢
と
な
っ

て
了
ふ
。
例
へ
ば
原
子
の
如
き
粗
削
立
完
成
し
た
経
済
者
が
あ
っ
て
市
揚
に
現
は
れ
る
の
で
は
た
い
、
彼
が
責
買
し
得
る
の
は
他
人
が

市
揚
に
現
は
れ
る
か
ら
で
る
る
、
の
み
な
ら
や
金
剛
植
者
が
我
々
の
前
に
あ
り
そ
の
法
・
慣
習
等
が
我
L
R

総
て
に
使
用
さ
れ
得
る
か
ら
で

る
る
。
経
済
に
於
て
は
絶
封
的
諸
個
人
が
謝
立
し
合
ふ
と
い
ふ
の
は
仮
定
で
あ
り
、
研
仲
丸
を
平
易
に
す
る
た
め
の
仮
設
と
し
て
の
み

正
し
い
の
で
あ
っ
て
、
経
済
の
根
本
的
説
明
と
し
て
は
全
く
誤
り
で
あ
る
。
要
す
る
に
シ
ュ
パ
ン
は
協
同
圏
の
現
象
に
経
済
の
全
鰹

性
を
認
識
す
る
の
で
あ
均
的
。

日
準
備
閤

2
2
5
5
0
こ
れ
は
綿
て
の
経
済
要
素
を
準
備
す
る
特
殊
の
経
済
領
域
で
彦
る
。
就
中
登
明
・
殻
見
・
そ
れ
ら
の
↑
駁
授

Sp~nn もかつては協同圏の現象を図家の経祷への千株 1争解 L、公的続制(日ι
ent1iche Regelung) と規定した。 ZurLogik der SOZ).:uwi!;説明 Begri払bildung~
Tubinger Zeitschrift， 1908 
Fundament. S. 1774>4 
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等
重
要
で

b
る。

そ
の
た
め
に
近
代
国
民
経
済
に
於
て
は
従
来
と
比
較
に
友
ら
ぬ
程
巨
大
友
弁
働
と
資
本
が
十
充
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
童
日

物
・
墜
校
・
岡
書
館
・
研
究
所
等
。

而
し
て
市
備
悶
の
創
造
的
形
成
は
全
〈
目
的
登
展
の
問
題
で
あ
る
。

と
h

ミ
に
於
て
経
済
は
一
粧
舎
に

復
蹄
す
る
、
印
ち
精
榊
的
世
界
に
於
け
る
債
値
創
造
・
知
識
の
高
田
展
と
結
付
く
。
か
く
し
て
理
念
が
一
切
経
済
の
原
動
力
で
あ
る
こ

却

と
が
分
る
。
と
シ
ュ
パ
ン
は
述
べ
て
ゐ
る
。

右
の
三
闘
の
上
位
干
係
に
つ
い
て
シ
ェ
パ
ン
は
協
同
闘
が
最
も
先
き
だ
と
す
る
。
蓋
し
個
々
の
経
済
行
震
は
そ
れ
が
全
棋
の
八
万
肢

と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
経
済
行
時
と
左
り
、

こ
の
分
岐
性
を
奥
へ
る
所
の
経
済
祈
動
は
附
徐
一
切
の
経
済
活
動
に
封
ず
る
最
高

の
リ
附
拾
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

即
ち
成
設
の
生
花
は
勿
論
、

設
明
・
竣
見
・
そ
の
教
授
も
同
家
の
保
設
共
他
の
施
設
が
た
付
れ
ば
殆
ん

一、
l
u
u
:
7
1

1
fィ
h
ム
日
一
会
比

J
，

オ
ベ
に
川
↑
備
た
〈
し
て
生
還
は
あ
り
仰
な
い
、
だ
か
ら
品
川
備
悶
は
史
産
闘
に
先
h
H

つ
0
4
K

寸
る
に
闘
民
経
開
は
協
同

閤
・
準
備
幽
・
生
産
闘
の
三
の
部
分
会
酷
か
ら
構
成
さ
れ
、

泊る。

と
れ
ら
の
部
分
全
勝
は
こ
の
順
序
の
上
位
関
係
を
も
っ
と
さ
れ
る
の
で
あ

向
、
岡
氏
経
済
の
部
分
会
館
と
さ
れ
た
川
の
も
の
は
全
〈
一
般
的
た
も
の
で
あ
っ
て
、

同
氏
経
済
に
の
み
特
布
の
も
の
で
は
左

し、
。

一
関
現
賞
の
経
済
的
全
般
は
諸
と
の
段
階
に
自
己
を
八
万
肢
し
、
そ
れ
ら
の
聞
に
は
高
き
も
の
と
低
き
も
の
印
ち
上
位
全
勝
志
マ

と
の
区
別
が
お
っ
て
、
高
き
も
の
は
低
き
も
の
を
峨
制
す
る
と
い
ふ
段
階
構
造
が
あ
る
・

。
『
向

gN山
)

と
下
位
全
般

(C口
宿
命
吉
N
O
)

シ
ョ
パ
ン
は
か
L
る
段
階
と
し
て
、
世
界
絞
済
・
岡
氏
経
済
・
領
域
経
済
(
支
分
図
・
州
・
教
区
-
F
マ
イ
ン
デ
等
占
内
部
に
於
け
る
較
憐
)
・
圏

鰻
経
済
(
カ
ル
テ
ル
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
其
他
の
協
定
・
組
合
等
の
経
済
)
・
経
営
・
粧
品
品
分
肢
・
家
計
・
家
計
分
肢
を
皐
げ
て
ゐ
る
。

而
し
で
こ
れ

ら
各
と
の
段
階
に
於
て
右
の
部
分
全
健
が
賓
現
さ
れ
る
。
従
っ
て
各
と
の
段
階
に
三
の
部
分
会
儲
か
ら
友
る
分
肢
的
秩
序
が
み
ら
れ

会
盟
主
義
的
関
民
経
済
皐
の
基
礎
理
論

第
四
十
四
巻

五
七
七

第
四
競

九
五

a. a. O. S. 184-88. 84古
Tote u. lebendigeW. S 



金
盟
主
義
的
関
民
組
済
串
山
基
礎
理
論

第
四
十
四
巻

五
七
八

第
四
披

九
六

る
。
然
し
そ
れ
は
困
民
経
済
に
於
て
最
も
兵
糧
的
に
な
る
。
蓋
し
園
民
経
済
に
於
て
初
め
て
高
次
の
資
本
と
目
的
協
同
に
よ
る
機
能

の
分
肢
づ
け
が
最
も
完
全
に
放
る
か
ら
で
る
る
と
さ
れ
官
。

因
K
右
の
諸
段
階
の
聞
に
は
上
に
拳
げ
た
順
一
浄
の
上
位
闘
係
が
あ
る
。
然
し
世
界
経
済
が
闘
民
経
済
に
劃
す
る
と
.
国
民
経
済
が

そ
れ
以
下
の
も
の
に
射
す
る
と
は
異
り
、
問
削
民
経
済
は
よ
り
自
立
的
で
あ
る
。
か
う
考
〈
て
九
V

ュ
バ
ン
は
か
L

弓
存
在
の
本
質
を
首

潟
と
す
る
。
帥
ち
本
質

k
岡
民
経
済
が
世
界
経
済
上
り
も
白
立
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
岡
民
経
済
の
理
想
と
さ
れ
る
。

そ
こ
か
ら

司

4
・L1
3
4
4
m
，

.

F

F

r

目

h
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f
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お
，
l
H
・7
V
J
A
'
H凡
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W
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リ
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I
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J
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i
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奥
へ
ら
れ
忠
ば
な
ら
ね
。

よ
り
高
き
も
の
は
よ
り
低
き
も
の
を
座
迫
す
る
も
の
で
る
っ
て
は
左
ら
な
い
。
反
針
に
出
来
る
だ
け
後
者

が
自
己
後
展
・
自
給
自
足
す
る
と
と
を
希
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
出
来
る
だ
け
自
給
自
足
す
る
と
い
ふ
と
と
は
図
民
経
済
に
限
ら

au 

A
Y
、
園
民
経
済
の
諸
分
肢
に
針
し
で
も
言
は
れ
る
。
か
く
の
如
き
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
論
は
別
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

五

批

事j

以
上
我
々
は
シ
ュ
パ
ン
の
園
民
経
済
事
の
基
礎
理
論
を
み
て
き
た
。
そ
し
て
経
済
生
活
の
反
省
に
首
っ
て
所
謂
全
樫
主
義
が
具
鰭

的
に
は
如
何
に
貫
ぬ
か
れ
る
か
を
知
っ
た
。

一
館
、
金
値
主
義
は
具
躍
的
友
賞
在
を
全
慢
の
側
か
ら
み
る
。
而
し
て
全
憶
は
岡
家
に

於
て
最
も
具
謹
的
に
た
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
全
種
主
義
は
国
家
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
鰻
・
園
家
を
経
済
概
念
化
し

従
来
の
個
人
主
義
が
見
落
じ
た
も
の
を
見
ゃ
う
と
す
る
。
そ
と
に
は
確
か
に
曲
学
ぶ
べ
き
一
一
闘
が
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
個
人
主
義
の
車

た
る
疋
反
封
で
あ
る
が
放
に
そ
れ
と
正
反
針
の
抽
象
に
陥
る
。
加
之
そ
の
放
に
か
へ
っ
て
共
通
の
地
磐
に
立
ち
市
民
的
立
揚
を
股
却

a. a O. S. 85. 99. 100 ff. Fundament. S. 126-27. 13'7. 149-52. 167-68参L照。
Spannは Fundamentに於では宮だ段曙構造論を詳 L(展開してゐない。そと
では部分金控と段階構造とを殆んど同一に毛糸てゐる。それが詳 L(展開された
のは Jahrbucherfur NatioDol.lokonomie， Bd. 122， 1.92.4， S. 721庁.に方守て 1どあ
って、それが Toteu. lebendige W. II. Aufl. 1925 に附加された、D.ieAusg. 
liederung:sordnung der Wirtsch-aft und ilue Vorran引 erh!il tn!iSSl;~がそれである。
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し
得
な
い
と
い
ふ
矛
盾
を
も
っ
。

こ
れ
ら
の
劫
に
関
し
て
若
干
の
批
判
を
試
み
よ
う
。

先
Ar
彼
は
経
済
の
本
質
を
規
定
し
て
目
的
に
封
ず
る
手
段
と
す
る
。

そ
れ
は
一
臆
承
認
し
た
け
れ
ば
左
ら
た
い
。
然
し
目
的
と
し

て
の
枇
舎
を
全
樟
と
し
、
手
段
と
し
て
の
経
済
を
そ
の
部
分
と
し
て
、
前
者
が
後
者
を
一
方
的
に
規
定
す
る
か
の
如
く
考
へ
る
の
は

誤
り
?
あ
る
コ
そ
こ
に
全
健
主
義
の
軍
純
悲
観
念
論
的
側
面
が
み
ら
れ
る
。
彼
に
於
て
は
精
一
紳
が
物
質
を
、
枇
舎
が
経
済
を
、
目
的

が
子
段
を
一
方
的
に
視
定
す
る
。
個
人
主
義
を
唯
物
論
と
非
難
す
る
全
緯
主
義
は
そ
の
反
針
物
た
る
観
念
論
の
抽
象
に
陥
る
。
加
之

彼
は
、
経
済
の
本
質
を
輩
に
手
段
と
し
て
の
有
用
性
だ
け
か
ら
規
定
し
て
、
そ
れ
が
人
問
弁
助
の
生
産
物
で
あ
る
と
い
ふ
側
か
ら
の

規
定
申
ど
な
さ
な
い
。
然
し
一
位
舎
は
そ
の
目
的
の
た
め
に
千
段
、
を
使
川
す
る
と
同
時
に
そ
れ
を
生
産
し
一
泣
け
れ
ば
友
ら
及
い
。
そ
と
か

、
、
、
、
、

ら
み
れ
ぽ
枇
合
は
、
目
的
側
茶
と
手
段
特
系
1
4

へ
八
刀
れ
る
の
み
な
ら
や
、
使
用
鰐
一
飛
と
生
産
勝
一
糸
と
へ
分
れ
、
本
一
つ

C
惚
用

rる
人

々
と
生
産
す
る
人
々
と
へ
分
裂
す
る
可
能
性
が
あ
る

w

然
る
に
彼
は
こ
れ
を
問
題
に
し
な
い
。
と
い
ふ
こ
と
は
彼
が
と
の
分
裂
を
止

揚
し
た
員
の
金
剛
閣
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
又
直
接
生
産
す
る
人
々
の
立
相
明
か
ら
で
は
勿
論
友
く
て
、
た
Y
使
用
す
る
人
身
の
立
場
か

ら
経
済
生
活
を
み
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
を
一
不
ず
。
そ
こ
に
金
利
生
活
者
の
経
済
事
に
於
け
る
と
同
様
の
市
民
的
立
場
が
う
か
U

は
れ

る
。
よ
り
溜
帝
国
に
は
市
民
的
関
家
に
於
け
る
官
僚
の
立
場
と
も
い
ふ
べ
き
で
る
ら
う
か
。
ー
同
じ
こ
と
は
経
済
の
機
能
的
規
定
忙

つ
い
て
も
言
へ
る
。
機
能
と
は
結
局
殺
用
に
外
た
ら
泣
い
。
従
っ
て
経
済
を
躍
に
機
能
か
ら
説
明
せ
ん
と
す
る
の
は
殺
用
閣
で
派
と
同

巳
〈
抽
象
だ
と
言
は
ね
ば
左
ら
ぬ
@
例
へ
ば
交
換
同
国
値
が
支
配
す
る
枇
舎
の
宮
を
草
に
機
能
従
っ
て
殻
用
の
鴻
鵠
と
考
へ
る
が
如
き

は
訣
り
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
結
は
債
値
並
に
債
格
論
に
於
て
詳
し
く
吟
味
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ

L
で
は
機
能
的
規
定
の
市
民
的

左
酎
を
指
摘
し
て
於
く
に
と
Y
め
よ
う
。
彼
は
機
能
携
賞
者
と
し
て
人
間
行
震
と
財
と
を
事
げ
る
。
然
し
そ
の
際
人
間
行
震
と
い
ふ

金
控
主
義
的
園
民
純
済
皐
の
基
礎
理
論

第
四
十
四
巻

五
七
九

第
四
鋭

九
七



全
般
主
義
的
困
民
総
務
皐
り
基
礎
理
論

五
八

C

九
A 

第
四
銑

第
四
十
四
巻

雇
傭
持
働
者
の
弊
働
は
能
動
的
友
人
間
活
動
で
は
な
く
て
物
財
だ
と
さ
れ

の
は
企
業
者
・
官
吏
・
政
治
家
・
皐
者
等
の
そ
れ
に
限
る
。

る
。
賓
際
人
間
的
視
拙
か
ら
で
は
及
く
て
、
市
民
的
観
賠
か
ら
は
弁
働
は
商
品
と
み
ら
れ
る
。
彼
も
ま
た
か
く
明
確
に
人
間
と
非
人

聞
と
の
分
裂
を
主
張
す
る
市
民
的
観
結
に
立
っ
て
ゐ
る
。
而
も
同
じ
彼
は
他
方
で
は
務
倒
を
も
資
本
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
持
働
と

資
本
と
の
国
別
を
抹
殺
し
て
ゐ
る
。

一
般
に
彼
の
資
本
概
念
は
陵
昧
で
あ
っ
て
、
被
が
そ
れ
に
針
し
て
士
山
干
批
判
的
態
度
生
示
す
所

、、

の
資
本
主
義
と
い
ふ
場
ム
円
に
於
け
る
資
本
の
慨
念
と
如
何
た
る
連
絡
が
あ
る
か
を
奴
は
し
め
る
。
仰
を
茨
木
と
呼
ば
-
っ
し
L

そ
れ
は
一
一
日

葉
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
寅
に
存
在
す
る
劉
立
が
隠
蔽
さ
れ
抹
殺
さ
れ
る
限
り
、
我
々
は
そ
れ
に
射
し
て
抗
議
し
泣

け
れ
ば
左
ら
な
い
。
所
謂
高
火
の
資
本
に
し
て
も
同
機
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
が
図
尺
の
金
成
長
に
使
則
さ
れ
得
る
と
い
ふ
が
、
使
用

さ
れ
得
る
と
い
ふ
の
は
可
能
性
に
於
て
U

る
っ
て
、
現
寅
に
は
そ
の
使
用
は
何
ら
か
の
代
償
を
要
求
し
、
代
償
力
友
会
」
者
は
そ
の
使

用
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
こ

L
に
経
済
的
不
卒
等
が
、
従
っ
て
そ
れ
に
基
き
そ
れ
を
惹
起
す
る
所
の
階
級
針
立
が
み
ら
る
べ
き
管
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
彼
は
こ
れ
を
問
題
に
し
な
い
。
そ
こ
に
我
K

は
シ
ユ
バ
ン
の
全
槌
主
義
従
っ
て
国
家
主
義
の
市
民
的
抽
象

性
並
に
欺
崎
性
を
み
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
彼
の
園
民
粧
済
観
に
於
て
最
も
具
樟
的
に
友
る
。

園
民
経
済
を
規
定
す
る
た
め
の
形
槌
的
規
定
並
に
そ
の
構
造
論
に
於
て
、
彼
は
個
別
経
済
の
運
動
が
無
白
莞
的
に
賞
現
す
る
会
樫

に
注
目
し
、
そ
の
全
儲
か
ら
経
済
を
説
明
す
る
。
例
へ
ば
個
別
経
済
が
交
通
に
よ
っ
て
葱
起
さ
れ
、
交
通
粧
品
問
が
高
次
の
資
本
特
に

岡
家
を
侠
っ
て
初
め
て
可
能
だ
と
い
ふ
。
然
し
我
々
は
個
別
経
済
が
交
通
を
、
交
通
経
済
が
園
家
的
統
一
を
惹
起
す
る
と
い
ふ
事
賞

を
看
過
す
る
誇
に
は
ゆ
か
友
い
。
彼
は
民
族
同
家
的
に
統
一
さ
れ
た
経
済
的
全
般
を
悶
氏
経
済
だ
と
考
へ
る
。
然
し
歴
史
的
に
は
経

済
生
活
の
民
族
問
家
的
統
一
は
資
本
主
義
経
済
と
共
に
生
成
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
寅
際
資
本
主
義
は
民
族
国
家
的
統
一
を
招
来

質買され
Tote u. Iebennige W. S. 123任

Spa.nn も岡家。機能が代償一例へば租税ーを要求す品のみなら「、
符ーることを認めてゐる、 Fllndament，s. '99. 
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し
前
提
す
る
も
の
で
あ
っ
て
~
同
八
永
か
ら
引
離
し
て
考
へ
ら
れ
た
純
粋
資
本
主
義
友
ど
L
い
ふ
も
の
は
現
責
に
存
在
し
な
い
の
は
勿

論
、
概
念
上
も
考
へ
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

d

彼
は
資
本
主
義
経
済
の
民
族
同
家
的
統
一
の
耐
に
注
目
し
、
そ
れ
を
民
族
的
岡
民

経
済
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
彼
が
悶
民
経
済
の
内
部
に
自
由
競
争
を
認
め
て
ゐ
る
こ
と
及
び
共
同
経
済
を
否
定
し
た
と

と
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
資
本
主
義
経
済
の
民
族
閥
次
的
統
一
の
聞
に
注
目
し
、
そ
れ
を
一
の
全
館
と
み
た
の

は
正
し
い
。
然
し
そ
れ
乞
真
の
会
館
で
あ
る
か
の
如
く
に
考
へ
る
の
は
譲
り
で
あ
る
。
蓋
し
そ
の
一
全
館
は
、
全
剛
腕
の
分
肢
と
し
て
全

鰐
の
目
的
を
慨
し
て
そ
の
た
め
に
白
質
的
に
な
さ
れ
る
の
で
は
在
く
て
、
各
員
、
相
側
点
た
利
己
活
動
で
あ
る
所
の
諸
個
人
の
経
済
活
動

そ
れ
政
に
ベ
オ
川
萱
的
た
民
の
杭
済
的
会
慣
で
は
な
く
て
、
日
照
白
魔
的
抽
象
的
な
も
の
で
あ
一
る
か
ら
で
あ
る
。
従

に
よ
っ
て
嫁
介
さ
れ
、

っ
て
去
の
入
ム
慨
は
種
々
の
、
オ
盾
を
も
っ
。

第
一
ト
ド
ー
金
制
と
悩
別
給
問
ー
と
は
矛
盾
す
る
。

全
般
と
し
て
の
川
剛
氏
の
一
耐
祉
が
少
数
資
本
家

の
訟
利
祈
釣
い
れ
よ
っ
て
肢
と
伝
害
さ
れ
る
と
と
の
あ
る
の
は
周
知
の
事
賞
で
あ
る
。
第
三
に
全
勝
は
利
害
相
反
す
る
個
別
諸
経
済
を

包
帰
す
る
。
こ
の
固
か
ら
み
れ
ば
凶
民
経
済
は
調
和
的
友
会
開
で
は
な
く
て
、
分
裂
闘
争
の
揚
商
で
あ
り
、
と
の
闘
争
は
階
級
分
裂

を
前
提
し
そ
れ
を
結
果
す
る
。
従
っ
て
第
三
に
個
別
経
済
の
運
動
の
前
提
で
あ
り
結
某
で
あ
る
同
家
そ
の
も
の
も
乙
の
闘
争
の
産
物

た
る
商
を
も
ち
、
階
級
的
の
も
の
で
あ
り
得
る
。
然
る
に
彼
は
個
別
絞
演
の
運
動
の
成
処
た
る
全
惜
の
み
に
注
目
し
、
而
も
そ
の
会

慌
を
有
機
的
全
開
と
み
、
そ
こ
か
ら
個
別
経
済
を
仮
返
へ
っ
て
そ
れ
を
金
制
の
分
肢
と
考
へ
、
全
慣
と
八
A
肢
及
び
八
刀
肢
相

E
の
間
に

目
的
論
的
調
和
的
な
分
肢
的
秩
序
だ
け
を
み
て
、

何
ら
の
矛
屑
を
も
み
な
い
。

そ
と
に
打
的
論
・
布
機
関
設
に
掠
〈
全
般
主
義
の

抽
象
性
が
明
か
に
さ
れ
る
。
全
錨
主
義
が
、
矛
盾
を
み
友
い
ば
か
り
で
な
く
、
矛
盾
を
隠
蔽
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
湛
ぺ
た
。

進
ん
で
全
鵠
主
義
は
矛
盾
の
よ
っ
て
来
る
経
済
的
不
平
等
を
会
館
の
秩
序
と
考
へ
る
、

全
剛
聞
は
平
等
友
る
も
の
か
ら
は
構
成
さ
れ

令
掛
主
義
的
問
州
民
総
桝
園
理
の
基
礎
説
諭

第
附
十
四
巻

五
八

第
四
披

:fL 
九

lebendige可'l. S. 357ff. SpaUllにも純粋安本主義とい」‘考方がある、 Tote u 
3白5ft:; Der wahre Staat， r1. Au自~:;. 123 f王
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第
四
十
四
巻

第
四
腕

一0
0

五
八

会
挫
主
義
的
図
民
経
済
皐
の
基
礎
理
論

ゃ
、
不
平
等
な
る
部
分
に
自
己
を
分
肢
す
る
と
。
と
L

に
於
て
謂
ふ
所
の
全
悼
と
は
何
で
あ
る
か
U
賞
に
明
瞭
に
な
る
の
で
・
あ
っ
て
、

か
a
A

る
抽
象
的
金
憾
に
満
足
す
る
が
故
に
、
彼
は
異
の
全
健
た
る
共
同
経
済
を
主
張
す
る
立
場
を
、
そ
れ
が
全
一
慨
を
偏
重
し
て
個
鰹

と
れ
を
否
定
し
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
か
く
し
て
全
健
主
義
は
現
祇
是
認
の
市
民
的
立
場
と
結

の
個
有
の
生
命
を
無
親
す
る
と
し
て
、

付
く
C
4
ん
も
紋
が
個
慨
を
ト
尊
重
す
る
全
附
闘
を
考
へ
て
ゐ
る
の
は
疋
し
い
。
而
し
て
全
世
が
個
憧
を
竪
漣
し
で
は
な
ら
友
い
と
は
彼
の
繰

返
へ
し
強
調
ず
る
川
で

b
っ
て
、
例
へ
ば
ア
ウ
グ
ル
キ
ー
に
し
て
も
羽
民
経
怖
の
分
間
肌
た
る
個
別
絞
桝
に
つ
い
て
も
一
一
誌
は
れ
る
。
だ

か
ら
全
献
が
佃
献
を
膝
到
す
日
心
か
ら
と
い
ー
ム
非
難
は
玖
し
て
シ
ュ
メ
ン
の
立
誠
に
は
安
山
知
し
宏
い
。
期
臨
は
む
し
ろ
全
健
を
強
調
し

な
が
ら
民
の
会
胆
胞
を
意
同
せ
す
、
個
人
主
義
と
受
協
す
る
貼
に
あ
る
。
即
ち
全
般
主
義
の
市
民
的
側
面
と
そ
が
批
判
さ
れ
ね
ば
友
ら

た
い
の
で
あ
る
。
向
、
全
世
主
義
の
市
民
的
側
面
は
、
理
論
的
に
は
市
場
・
貨
幣
等
に
闘
す
る
見
解
に
も
現
は
れ
、
進
ん
で
は
闘
民
経

抽
出
の
歴
史
的
並
に
寅
臨
時
的
規
定
に
ヲ
い
て
も
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
に
う
い
て
は
別
に
考
へ
ょ
う
。

叉
図
民
的
全
鎧
と
人
類
的
全
般

と
の
聞
係
に
つ
い
て
も
問
題
を
残
さ
う
。

要
す
る
に
、

シ
ι

パ
ン
の
図
民
経
済
翠
基
礎
理
論
に
み
ら
れ
る
全
間
主
義
従
っ
て
岡
家
主
義
は
一
腹
個
人
主
義
の
疋
反
封
で
あ
る

が、

E
反
封
友
る
が
放
に
か
へ
っ
て
資
本
主
義
と
い
ふ
共
通
の
地
盤
に
立
ち
非
賓
践
的
で
あ
っ
て
個
人
主
義
と
結
付
〈
。
か
く
の
如

く
.
反
個
人
主
義
的
従
っ
て
反
資
本
主
義
的
態
度
を
紛
装
し
つ
L
そ
れ
と
安
協
し
奇
合
す
る
会
館
主
義
・
国
家
主
義
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
で

あ
る
。
そ
れ
は
資
本
主
義
を
止
揚
す
る
も
の
で
は
友
く
て
、
画
家
資
本
主
義
と
も
い
は
る
ぺ
き
資
本
主
義
の
一
段
階
を
意
同
し
理
論

づ
け
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
の
意
味
で
シ
斗
パ
ン
の
全
健
主
義
的
闘
民
経
済
皐
は
典
型
的
友
7

ァ
シ
ズ
ム
粧
品
問
阜
で
あ
る
と
言

へ
ょ
う
・
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